
『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
三
三

『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て�

―
『
資
治
通
鑑
』
と
の
比
較
か
ら
―

永
井
も
ゆ

は
じ
め
に

　

中
國
に
お
い
て
、
歷
史
を
題
材
と
し
た
物
語
の
一
つ
に
隋
末
唐
初
を
扱
う
も
の

が
あ
る
。
隋
の
滅
亡
、
唐
の
建
國
を
め
ぐ
っ
て
個
性
溢
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

が
活
躍
す
る
物
語
は
、『
西
遊
記
』
や
『
水
滸
傳
』
な
ど
の
小
說
を
は
じ
め
、
多

く
の
作
品
、
ひ
い
て
は
生
活
文
化
に
ま
で
影
响
を
與
え
て
き
た
。
隋
末
唐
初
に
關

す
る
物
語
は
、
は
じ
め
演
劇
な
ど
藝
能
の
場
で
語
ら
れ
、
發
展
し
た
。
さ
ら
に
、

明
代
中
期
か
ら
淸
代
後
期
に
は
、
そ
れ
ら
民
間
の
物
語
を
取
り
込
ん
だ
白
話
小
說

が
複
數
刊
行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
小
說
の
う
ち
、
現
代
中
國
、
ま
た
本
邦
に
お
い
て
名
が
知
ら
れ
る
の

は
、
淸
代
初
期
刊
行
の
『
隋
唐
演
義（

（
（

』
だ
ろ
う
（
以
下
『
演
義
』
と
す
る
）。
全
一

百
囘
の
う
ち
、
第
六
十
六
囘
ま
で
は
隋
末
唐
初
に
關
す
る
物
語
が
、
第
六
十
七
囘

以
降
は
太
宗
卽
位
後
か
ら
安
史
の
亂
平
定
後
ま
で
の
物
語
が
描
か
れ
る
。
序
文
が

二
つ
あ
り
、
う
ち
一
つ
は
康
煕
三
十
四
年
（
一
六
九
五
）
の
「
褚
人
穫
」
序
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
淸
代
康
熙
年
間
に
淸
初
の
文
人
褚
人
穫
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
「
褚
人
穫
」
序
に
は
、
本
書
の
成
立
に
關
し
て
以

下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る（

（
（

。

昔
有
籜
菴
袁
先
生
曾
示
予
所
藏
逸
史
、
載
隋
煬
帝
朱
貴
兒
為
唐
明
皇
楊
玉
環

再
世
因
緣
、
事
殊
新
異
可
喜
、
因
與
商
酌
、
編
入
本
傳
、
以
為
一
部
之
始
終

關
目
。
合
之
遺
文
豔
史
、
而
始
廣
其
事
。

　
（
む
か
し
籜
菴
袁
先
生（

（
（

が
藏
し
て
い
た
「
逸
史
」
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
隋
煬
帝
と
朱
貴
兒
、
唐
明
皇
と
楊
玉
環
の
轉
生
譚
が
載
っ
て
い
て
、
新
し
く

他
に
な
い
話
で
な
か
な
か
良
い
も
の
だ
っ
た
た
め
、
相
談
し
て
、
本
編
に
組
み
込

み
、
一
貫
し
た
物
語
の
筋
と
し
た
。
こ
れ
に
「
遺
文
」〈『
隋
史
遺
文
』〉
と
「
艷

史
」〈『
隋
煬
帝
艷
史
』〉
を
合
わ
せ
、
や
っ
と
物
語
を
廣
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。）

　

引
用
部
分
で
『
演
義
』
成
立
に
關
わ
る
作
品
と
し
て
名
が
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、

『
隋
史
遺
文
』・『
隋
煬
帝
艷
史
』・「
逸
史
」
の
三
つ
で
あ
る
。
先
行
硏
究
に
お
い

て
は
、
第
六
十
六
囘
ま
で
の
隋
末
唐
初
部
分
が
、
た
し
か
に
『
隋
史
遺
文
』
と

『
隋
煬
帝
艷
史
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
こ
れ
に
對

し
、
第
六
十
七
囘
以
降
（
以
下
、
後
三
十
四
囘
と
す
る
）
の
部
分
に
關
し
て
は
『
混

唐
後
傳（

（
（

』・『
征
西
演
義
全
傳（

（
（

』
と
い
う
二
作
品
と
の
關
係
性
が
指
摘
さ
れ
る
も
の

の
、
一
般
的
に
は
二
作
品
は
『
演
義
』
よ
り
遲
れ
て
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
と
の
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見
方
が
强
い
。
し
た
が
っ
て
、『
演
義
』
後
三
十
四
囘
は
、
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』

や
唐
・
宋
代
の
傳
奇
作
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
書
か
れ
た
、

褚
人
穫
の
創
作
部
分
で
あ
る
と
の
考
え
が
定
說
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
歐
陽

健
「《
隋
唐
演
義
》『
綴
集
成
帙
』
考（

（
（

」
の
よ
う
に
、『
演
義
』
よ
り
『
混
唐
後
傳
』

が
先
行
す
る
と
い
う
見
方
も
少
數
で
は
あ
る
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
舊

稿（
（
（

に
お
い
て
、
囘
目
・
本
文
・
韻
文
な
ど
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
三
者
の
前
後
關

係
に
つ
い
て
は
憶
測
の
域
を
出
ず
、
確
證
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
彭
知
輝
「《
隋
唐
演
義
》
材
料
來
源
考
辨（

（1
（

」
な
ど
で
『
演
義
』
が
基
づ
い
た

と
指
摘
さ
れ
る
『
資
治
通
鑑（

（1
（

』
と
三
者
の
本
文
を
比
較
し
、
前
後
關
係
に
つ
い
て

解
明
を
試
み
た
い
。

　

な
お
、『
混
唐
後
傳
』・『
征
西
演
義
全
傳
』（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
『
混
唐
』、『
征
西
』

と
す
る
）
は
お
お
お
ま
か
に
以
下
の
五
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

①　
太
宗
時
代

②　
薛
丁
山
に
よ
る
西
方
出
兵

③　
武
則
天
時
代

④　
中
宗
か
ら
睿
宗
の
時
代

⑤　
玄
宗
時
代
・
安
史
の
亂

　
『
演
義
』
後
三
十
四
囘
も
基
本
的
に
同
じ
構
成
だ
が
、
②
薛
丁
山
に
よ
る
西
方

出
兵
部
分
が
な
く
、
①
太
宗
時
代
の
後
は
③
武
則
天
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
②
西

方
出
兵
部
分
の
物
語
は
演
劇
な
ど
の
民
間
藝
能
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
、『
資
治
通
鑑
』
に
も
記
載
が
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
以
下
、『
混
唐
』・『
征
西
』
に
關
し
て
は
、
特
に
記
載
が
な
い
限

り
②
西
方
出
兵
部
分
を
除
い
た
部
分
に
關
す
る
事
象
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ

る
。

一
、
先
行
硏
究
と
三
者
間
の
異
同
狀
況

　

ま
ず
、『
演
義
』
と
『
混
唐
』・『
征
西
』
の
關
係
性
に
言
及
し
て
い
る
先
行
硏

究
と
し
て
は
、
主
な
も
の
に
以
下
が
擧
げ
ら
れ
る（

（1
（

。

①　
孫
楷
第
『
中
國
通
俗
小
說
書
目（

（1
（

』

『
征
西
』
は
『
演
義
』
の
該
當
部
分
を
流
用
し
た
も
の
で
、『
混
唐
』
は
『
征

西
』
の
一
部
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

②　
歐
陽
健
「《
隋
唐
演
義
》『
綴
集
成
帙
』
考（

（1
（

」

避
諱
の
狀
態
か
ら
『
混
唐
』
は
明
末
の
成
立
で
、
淸
初
成
立
の
『
演
義
』
は

『
混
唐
』
に
基
づ
い
た
と
す
る
。
た
だ
し
、
歐
陽
健
氏
は
『
混
唐
』
と
『
征
西
』

を
混
同
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
④
千
田
大
介
氏
に
よ

り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③　
竹
村
則
行

「『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
隋
唐
演
義
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て（

（1
（

」

現
行
の
『
混
唐
』
は
『
演
義
』
の
後
に
成
っ
た
も
の
で
、『
征
西
』
は
『
混
唐
』

が
現
行
の
も
の
に
至
る
ま
で
の
經
過
段
階
の
版
本
で
あ
る
と
す
る
。

④　
千
田
大
介
「
薛
家
將
征
西
故
事
小
說
變
遷
考（

（1
（

」

『
混
唐
』
は
『
演
義
』
の
該
當
部
分
を
流
用
し
て
增
補
し
た
も
の
、『
征
西
』
は

『
混
唐
』
を
增
補
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　

以
上
の
說
を
整
理
す
る
と
、



『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
三
五

①
『
演
義
』
→
『
征
西
』
→
『
混
唐
』

②
『
混
唐
』
→
『
演
義
』

③
『
演
義
』
→
『
征
西
』
→
『
混
唐
』

④
『
演
義
』
→
『
混
唐
』
→
『
征
西
』

　

と
な
る
。
①
孫
氏
と
③
竹
村
氏
の
見
解
の
み
一
致
す
る
が
、
そ
の
說
も
④
千
田

氏
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
先
行
硏
究
に
お
い
て
は
、『
演

義
』
が
最
も
先
行
す
る
と
い
う
說
が
㊒
力
で
は
あ
る（

（1
（

も
の
の
、
三
者
の
關
係
に
つ

い
て
は
定
說
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
狀
況
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
見
解
が

分
か
れ
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
三
者
の
本
文
に
あ
る
。『
資
治
通
鑑
』（
以
下

『
通
鑑
』
と
す
る
）
と
の
比
較
を
始
め
る
前
に
、
三
者
間
の
異
同
狀
況
に
つ
い
て
、

簡
單
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、『
混
唐
』・『
征
西
』
間
の
異
同
箇
所
は
比
較
的
少
な
く
、
大
部
分
は

數
字
程
度
、
大
き
い
も
の
で
も
數
語
程
度
の
異
同
に
す
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
異
同

が
あ
る
箇
所
と
し
て
、
以
下
に
『
混
唐
』
卷
之
首
第
一
囘
・『
征
西
』
第
一
囘
の

本
文
を
引
く（

（1
（

。
な
お
、
二
者
が
一
致
す
る
部
分
を
傍
線
、
異
な
る
部
分
を
ゴ
チ
ッ

ク
で
示
す
。

［
混
］
太
宗
叫
太
監
取
一
箇
小
盒
、　
　

淳
風
寫
了
、
封
在
盒
内
。

［
征
］
太
宗
命
太
監
取
一
箇
小
盒
、
那
李
淳
風
寫
了
、
封
在
盒
内
。

　
『
混
唐
』・『
征
西
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
全
體
的
に
か
な
り
の
割
合
で
一
致
す
る

が
、
稀
に
右
の
よ
う
な
異
同
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
數
語
以
上
の
大
き
な
異
同
が

み
ら
れ
る
の
は
、
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
な
ど
、
史
實
に
基
づ
か
な
い
虛
構
の
部
分

が
中
心
と
な
る
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

　

で
は
、『
演
義
』
と
『
混
唐
』・『
征
西
』
間
に
は
ど
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
『
演
義
』
第
七
十
一
囘
、『
混
唐
』
卷
之
一
第
三
囘
、『
征

西
』
第
十
一
囘
の
本
文
を
引
く（

（2
（

。
な
お
、
二
者
以
上
が
一
致
す
る
部
分
を
傍
線
、

單
獨
で
異
な
る
部
分
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
。

［
演
］
左
右
皆
言
、
皇
后
適
來
此
。
高
宗　
　
　
　
　
　
　

大
怒
道
、
后
殺
吾
女
。

［
混
］
左
右
皆
言
、
皇
后
適
來
此
。
高
宗　
　
　
　
　
　
　

大
怒
道
、
后
殺
吾
女
。

［
征
］
左
右
皆
言
、
皇
后
適
來
此
。
高
宗
道
、
如
此
無
禮
。
大
怒
道
、
后
殺
吾
女
。

　

右
の
例
で
は
、『
演
義
』・『
混
唐
』
が
一
致
す
る
の
に
對
し
、『
征
西
』
の
み
高

宗
の
「
如
此
無
禮
（
な
ん
と
け
し
か
ら
ん
こ
と
を
）」
と
い
う
セ
リ
フ
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
混
唐
』・『
征
西
』
が
異
な
る
場
合
、『
演
義
』
は
基
本

的
に
『
混
唐
』
の
文
章
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、『
征
西
』
の

文
章
は
『
演
義
』・『
混
唐
』
の
文
章
に
比
べ
文
字
數
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。

　

で
は
、『
混
唐
』・『
征
西
』
が
一
致
す
る
場
合
、『
演
義
』
と
の
異
同
狀
況
は
ど

う
か
。『
演
義
』
第
七
十
囘
、『
混
唐
』
卷
之
一
第
二
囘
、『
征
西
』
第
十
囘
を
以

下
に
引
用
し
た（

（2
（

。

［
演
］
妾
事
皇
上
有
年
、
未
嘗
敢
有
違
悞
。
今
皇
上
無
故
一
旦
置
妾
于
死
、

［
混
］
妾
事
皇
上
有
年
、
未
嘗　

有
過　

。
今
皇
上
無
故　
　

置
妾
於
死
、

［
征
］
妾
事
皇
上
有
年
、
未
嘗　

有
過　

。
今
皇
上
無
故　
　

置
妾
於
死
、

［
演
］
使
妾
含
恨
九
泉
、
何
以
瞑
目
。
况
妾
當
時
同
百
人
選
進
宮
、

［
混
］
使
妾
含
恨
九
泉
、
何
以
瞑
目
。

［
征
］
使
妾
含
恨
九
泉
、
何
以
瞑
目
。
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の
囘
冒
頭
の
韻
文
と
一
致
す
る
も
の
の
、『
演
義
』・『
征
西
』
間
と
比
べ
る
と
壓

倒
的
に
數
が
少
な
い
。
第
四
の
點
と
し
て
、
韻
文
に
關
し
て
は
『
演
義
』
と
『
征

西
』
が
か
な
り
の
割
合
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
三
者
の
本
文
は
校
勘
可
能
な
レ
ベ
ル
で
一
致
し
て
お
り
、
し

か
も
二
者
が
一
致
す
る
場
合
殘
る
一
つ
が
單
獨
で
異
な
る
と
い
う
狀
況
が
三
者
全

て
に
確
認
さ
れ
る
（【
圖
一
】
參
照
）。
三
者
の
關
係
を
想
定
す
る
場
合
に
見
解
が

割
れ
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
異
同
狀
況
ゆ
え
だ
ろ
う
。

二
、『
通
鑑
』
と
の
比
較

　

で
は
、『
演
義
』
が
基
づ
い
た
と
さ
れ
る
『
通
鑑
』
の
記
述
と
三
者
の
本
文
を

比
較
し
て
い
き
た
い（

（2
（

。
比
較
の
際
は
、
も
と
と
な
っ
た
『
通
鑑
』
の
文
章
に
近
い

西
』
の
囘
冒
頭
の
韻
文
と

一
致
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と
、

『
征
西
』
の
囘
冒
頭
の
韻

文
は
、
西
方
出
兵
部
分
を

除
く
ほ
ぼ
全
て
が
『
演

義
』
に
お
い
て
確
認
で
き

る
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
こ
れ
に

對
し
、『
混
唐
』
に
お
い

て
囘
冒
頭
の
韻
文
を
㊒
す

る
の
は
卷
之
首
第
一
囘
・

第
十
三
囘
・
第
二
十
七
囘

の
三
囘
の
み
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
『
演
義
』・『
征
西
』

［
演
］�

蒙
皇
上
以
衆
人
爲
宮
娥
、
妾
獨
賜
爲
才
人
、
受
恩
無
比
。
今
日
若
賜
妾
死
、

反
爲
他
人
笑
話
。

［
混
］（
な
し
）

［
征
］（
な
し
）

　

以
上
の
例
を
み
る
と
、『
混
唐
』・『
征
西
』
が
一
致
す
る
一
方
で
、『
演
義
』
の

み
語
數
が
多
く
、
特
に
引
用
部
分
後
半
で
は
『
混
唐
』・『
征
西
』
に
な
い
文
章
が

か
な
り
長
く
續
く
。
異
同
の
特
徵
の
第
二
點
と
し
て
は
、『
混
唐
』・『
征
西
』
が

一
致
す
る
場
合
、『
演
義
』
の
み
單
獨
で
異
な
り
、『
混
唐
』・『
征
西
』
に
存
在
し

な
い
文
章
が
多
く
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
右
の
よ
う
に
『
演
義
』
の

み
が
異
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
簡
素
な
文
言
文
に
近
い
『
混
唐
』・『
征
西
』
の

文
章
に
比
べ
、『
演
義
』
で
は
比
較
的
こ
な
れ
た
白
話
的
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、『
演
義
』
に
あ
り
『
混
唐
』
に
な
い
部
分
は
、『
征
西
』
に
も
存
在
し
な

い
。
つ
ま
り
、『
混
唐
』・『
演
義
』
間
が
異
な
る
と
き
、『
征
西
』
は
基
本
的
に

『
混
唐
』
と
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、『
征
西
』
と
『
演
義
』
の
み
が
一
致
す
る
例

は
、
わ
ず
か
數
例
に
と
ど
ま
る（

（2
（

。『
征
西
』
が
『
演
義
』・『
混
唐
』
の
ど
ち
ら
に

近
い
か
と
い
え
ば
、『
混
唐
』
に
近
い
本
文
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
第
三
の
點
と
し
て
は
、
囘
目
の
一
致
が
擧
げ
ら
れ
る
。『
混
唐
』
の

囘
目
は
本
文
內
と
目
錄
で
異
な
る
が
、『
混
唐
』
本
文
の
囘
目
と
は
『
演
義
』
が
、

『
混
唐
』
目
錄
の
囘
目
と
は
『
征
西
』
が
一
致
す
る
。

　

最
後
に
、
本
文
中
の
韻
文
に
關
し
て
で
あ
る
。『
演
義
』・『
征
西
』
に
は
各
囘

冒
頭
に
韻
文
が
存
在
す
る
。『
演
義
』
後
三
十
四
囘
に
お
け
る
囘
冒
頭
の
韻
文
の

う
ち
、
半
數
以
上
が
『
征
西
』
に
お
け
る
囘
冒
頭
の
韻
文
と
一
致
す
る
。
ま
た
、

そ
の
う
ち
六
囘（

（2
（

に
つ
い
て
は
、
韻
文
の
あ
と
の
解
說
に
つ
い
て
も
『
征
西
』
と
一

致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
演
義
』
の
本
文
に
插
入
さ
れ
る
韻
文
の
中
に
は
、『
征

『
演
義
』

・韻文が一致

・『演義』のみにみられる部分が
　　　共通で存在しない
・囘目が一致（『混唐』目錄）

『
征
西
』

『
混
唐
』

【圖一】三者の關係

・文章が一致
・囘目が一致
　（『混唐』本文）

【圖一】三者の關係



『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
三
七

本
文
を
持
つ
作
品
が
、
よ
り
古
い
形
の
本
文
を
留
め
て
い
る
と
考
え
て
い
い
だ
ろ

う
。

　

ま
ず
、『
演
義
』・『
混
唐
』
の
よ
う
な
文
章
と
『
征
西
』
は
ど
ち
ら
が
古
い
形

を
留
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。「
一
、
先
行
硏
究
と
三
者
間
の
異
同
狀

況
」
で
も
擧
げ
た
部
分
で
あ
る
『
演
義
』
第
七
十
一
囘
・『
混
唐
』
卷
之
一
第
三

囘
・『
征
西
』
第
十
囘
を
引
き
、『
通
鑑
』
と
比
べ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る（

（2
（

。

な
お
、
以
下
で
は
『
通
鑑
』
と
一
致
す
る
部
分
を
傍
線
、『
通
鑑
』
を
除
く
三
者

と
比
べ
單
獨
で
異
な
る
部
分
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
。

［
通
］
左
右
皆
曰
、
皇
后
適
來
此
。
上　
　
　
　
　
　
　
　

大
怒
曰
、
后
殺
吾
女
。

［
演
］
左
右
皆
言
、
皇
后
適
來
此
。
高
宗　
　
　
　
　
　
　

大
怒
道
、
后
殺
吾
女
。

［
混
］
左
右
皆
言
、
皇
后
適
來
此
。
高
宗　
　
　
　
　
　
　

大
怒
道
、
后
殺
吾
女
。

［
征
］
左
右
皆
言
、
皇
后
適
來
此
。
高
宗
道
、
如
此
無
禮
。
大
怒
道
、
后
殺
吾
女
。

　

續
い
て
、『
演
義
』
第
七
十
一
囘
・『
混
唐
』
卷
之
一
第
四
囘
・『
征
西
』
第
十

二
囘
の
例
を
以
下
に
擧
げ
る（

（2
（

。

［
通
］
先
帝
臨
崩　

、
執
陛
下　

手
、
謂
臣
曰
、
朕
佳
兒
佳
婦
、
今
以
付
卿
。

［
演
］
先
帝
臨
崩　

、
執
陛
下　

手
、
謂
臣
道
、
朕
佳
兒
佳
婦
、
今
以
付
卿
。

［
混
］
先
帝
臨
崩　

、
執
陛
下　

手
、
謂
臣
道
、
朕
佳
兒
佳
婦
、
今
以
付
卿
。

［
征
］
先
帝
臨
崩
時
、
執
陛
下
之
手
、
謂
臣
道
、
朕
佳
兒
佳
婦
、
今
以
付
卿
。

　

以
上
の
二
例
を
み
る
と
、
よ
り
『
通
鑑
』
に
一
致
す
る
の
は
『
演
義
』・『
混

唐
』
の
文
章
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
古
い
形
の
本
文
を
留
め
て
い
る
の
は

『
演
義
』・『
混
唐
』
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
特
に
後
者
の
例
か

ら
は
、『
演
義
』・『
混
唐
』
が
『
通
鑑
』
の
文
言
的
な
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て

い
る
の
に
對
し
、『
征
西
』
は
「
時
」
や
「
之
」
を
補
い
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く

な
る
よ
う
な
最
小
限
の
改
變
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、『
演
義
』
と
『
混
唐
』
は
ど
ち
ら
が
よ
り
古
い
形
を
留
め
て
い
る
か
に

つ
い
て
、
以
下
に
『
演
義
』
第
七
十
七
囘
・『
混
唐
』
卷
之
一
第
九
囘
・『
征
西
』

第
十
七
囘
を
引
用
し
、『
通
鑑
』
と
比
較
す
る（

（2
（

。

［
通
］
隆
基　
　

出
見
相
王
、
叩
頭　

謝
不
先　

啓
之
罪
。

［
演
］
臨
淄
王
乃
叩
見
相
王
、　
　
　

謝
不
先
稟
白
之
罪
。

［
混
］
臨
淄
王　

出
見
相
王
、
叩
頭　

謝
不
先　

白
之
罪
。

［
征
］
臨
淄
王　

出
見
相
王
、
叩
頭
拜
謝　

先　

白
之
罪
。

　

右
の
例
に
お
い
て
、『
演
義
』
と
『
混
唐
』
で
は
、『
混
唐
』
が
よ
り
『
通
鑑
』

と
一
致
す
る
。『
演
義
』
と
『
混
唐
』
が
異
な
る
場
合
、『
混
唐
』
が
よ
り
『
通

鑑
』
に
近
い
例
は
、
全
體
と
し
て
も
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
演
義
』
に
の
み
單
獨
で
存
在
す
る
部
分
に
關
し
て
は
、
狀
況
が

異
な
る
。『
演
義
』
第
九
十
一
囘
（『
混
唐
』
第
二
十
三
囘
、『
征
西
』
第
三
十
一
囘
に

あ
た
る
）
と
『
通
鑑
』
該
當
箇
所
を
以
下
に
引
い
た（

（2
（

。

［
通
］　
　
　
　

有　
　
　

老
父　
　

郭　

從
謹　
　
　

進
言
曰
、　

祿
山

［
演
］
衆
百
姓
中
有
箇
白
髮
老
翁
、
姓
郭
名
從
謹
、
涕
泣
進
言
道
、
安
祿
山

［
混
］（
な
し
）

［
征
］（
な
し
）

［
通
］
包
藏
禍
心
、
固
非
一
日
。
亦　

有
詣
闕
告
其　

謀
者
、
陛
下
往
往
誅
之
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
三
八

［
演
］
包
藏
禍
心
、
已
非
一
日
。
當
時
有
赴
闕
言
其
欲
反
者
、
陛
下
輒
　
殺
之
。

［
混
］（
な
し
）

［
征
］（
な
し
）

　
『
演
義
』
と
『
通
鑑
』
の
異
同
は
か
な
り
多
い
も
の
の
、
こ
こ
で
の
『
演
義
』

は
明
ら
か
に
『
通
鑑
』
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、『
演
義
』
が
よ
り
古
い
形

を
留
め
て
お
り
、『
混
唐
』・『
征
西
』
は
該
當
部
分
を
削
除
し
た
か
の
よ
う
に
も

思
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
象
は
『
演
義
』
に
の
み
存
在
す
る
部
分
に
限
ら
れ
る
。

そ
れ
以
外
の
部
分
、
つ
ま
り
『
混
唐
』・『
征
西
』
に
も
文
章
が
存
在
す
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
や
は
り
『
演
義
』
は
『
混
唐
』
と
一
致
し
て
い
る
。
以
下
に
『
演

義
』
第
九
十
三
囘
、『
混
唐
』
第
二
十
五
囘
、『
征
西
』
第
三
十
三
囘
を
引
く（

（3
（

。

［
通
］
或
時
相
驚
曰
、
太
子　

大
軍
至
矣　

、
則
皆

［
演
］
或
時
喧　

稱
、
太
子
的
大
兵
已
到
了
、　

百
姓
們
便
爭
相

［
混
］
或
時
喧　

稱
、
太
子　

大
軍
至
去マ

マ　

、　

百
於マ
マ

（
（3
（

［
征
］
或
時
喧　

称
、
太
子　

大
軍
至
矣　
、　

百
姓

［
通
］　

走　
　

、　
　
　
　
　

市
里
為　
　

空
。

［
演
］
奔
走
出
城
、
禁
止
不
住
、
市
里
爲
之
一
空
。

［
混
］
奔
走
出
城
、　
　
　
　
　

市
里
為
之
一
空
。

［
征
］
奔
走
出
城
、　
　
　
　
　

市
里
為
之
一
空
。

　

右
の
例
で
は
、
特
に
三
句
目
以
降
で
『
通
鑑
』・
三
者
間
に
大
き
な
異
同
が
あ

る
。
假
に
『
演
義
』
が
直
接
『
通
鑑
』
に
基
づ
い
た
と
す
れ
ば
、『
演
義
』
の
文

章
は
『
通
鑑
』
の
文
章
と
一
致
す
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、『
演
義
』
と
『
通

鑑
』・『
混
唐
』
の
文
章
を
比
べ
る
と
、『
演
義
』
は
『
通
鑑
』
よ
り
も
『
混
唐
』

に
近
い
。
さ
ら
に
、『
混
唐
』・『
征
西
』
は
、『
演
義
』
と
比
べ
、
よ
り
『
通
鑑
』

に
近
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
『
演
義
』
は
基
本
的
に
『
混
唐
』
の
よ
う

な
文
章
に
基
づ
い
て
お
り
、『
混
唐
』・『
征
西
』
が
『
演
義
』
に
基
づ
い
た
可
能

性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。『
演
義
』
に
の
み
存
在
す
る
部
分
が
『
通
鑑
』
と
一
致

す
る
の
は
、『
演
義
』
成
立
時
に
『
通
鑑
』
を
用
い
て
增
補
し
た
か
ら
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。『
演
義
』
は
主
に
『
混
唐
』
の
よ
う
な
文
章
を
持
つ
小
說
に
基
づ

き
な
が
ら
、『
通
鑑
』
な
ど
そ
の
他
の
文
獻
を
倂
用
し
て
增
補
し
た
可
能
性
が
高

い
。

　

最
後
に
、『
征
西
』
に
關
す
る
例
を
み
て
み
た
い
。
以
下
は
、『
演
義
』
第
九
十

一
囘
、『
混
唐
』
第
二
十
四
囘
、『
征
西
』
第
三
十
一
囘
の
例
で
あ
る（

（3
（

。

［
通
］　
　
　
　
　
　
　
　
　

妃
主　

皇
孫　
　

之
在
外
者
、
皆
委
之
而
去
。

［
演
］
梅
妃
與　
　
　

諸
王
孫
妃
主　
　
　
　
　

之
在
外
者
、
俱
不
得
從
。

［
混
］
梅
妃
與　
　
　

諸
王
孫
妃
主　
　
　
　
　

之
在
外
者
、
俱
不
得
從
。

［
征
］
梅
妃
與
衆
嬪
妃
諸　
　
　
　
　

皇
孫　
　

之
在
外
者
、
俱
不
得
從
。

　

續
い
て
、『
演
義
』
第
七
十
三
囘
、『
混
唐
』
第
六
囘
、『
征
西
』
第
十
四
囘
の

武
則
天
の
セ
リ
フ
を
擧
げ
る（

（3
（

。
な
お
、
以
下
の
例
で
は
『
通
鑑
』
と
三
者
で
文
章

の
順
番
が
異
な
り
、『
通
鑑
』
の
原
文
は
「
宰
相
之
過
也
。
人
㊒
如
此
才
、
而
使

之
流
落
不
偶
乎
」
だ
が
、
三
者
で
は
冒
頭
の
「
宰
相
之
過
也
」
が
セ
リ
フ
の
末
尾

に
位
置
す
る
。
以
下
で
は
、
比
較
の
際
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、『
通
鑑
』
の
該

當
箇
所
を
假
に
「
Ａ
」
と
し
、
末
尾
に
原
文
を
補
っ
た
。

［
通
］
Ａ
。
人
有　

如
此　
　

才
、
而
使
之
流
落
不
偶
乎
。　　
（
Ａ
宰
相
之
過
也
）



『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
三
九

［
演
］　
　
　

有
才
如
此　
　
　

、
而
使
之
流
落
不
偶　

、
則
前
此
宰
相
之
過
也
。

［
混
］　
　
　

有
才
如
此　
　
　

、
而
使
之
流
落
不
偶　

、　
　
　

宰
相
之
過
也
。

［
征
］　
　
　

有　

如
此
之
高
才
、
而
使
之
流
落
不
偶　

、　

此
乃
宰
相
之
過
也
。

　

以
上
の
二
例
を
み
る
と
、『
演
義
』・『
混
唐
』
が
『
通
鑑
』
と
一
致
し
て
い
る

部
分
も
あ
る
が
、
二
者
が
『
通
鑑
』
と
一
致
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、『
征
西
』

が
よ
り
『
通
鑑
』
に
近
い
と
い
う
狀
況
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
後
者
の
例
で
は
、

『
征
西
』
が
『
演
義
』・『
混
唐
』
の
「
㊒
才
如
此
」
の
語
順
を
入
れ
替
え
「
㊒
如

此
之
高
才
」
に
し
た
と
考
え
る
よ
り
、『
通
鑑
』
の
「
㊒
如
此
才
」
に
「
之
高
」

を
加
え
た
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う（

（3
（

。
以
上
の
二
例
を
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、

お
そ
ら
く
『
通
鑑
』
と
か
な
り
近
い
文
章
を
持
つ
版
本
が
先
行
し
て
存
在
し
、

『
征
西
』
と
『
混
唐
』（
お
よ
び
『
演
義
』
が
基
づ
い
た
版
本
）
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

方
法
で
修
正
を
加
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
征
西
』
は
『
混

唐
』（
お
よ
び
『
演
義
』
が
基
づ
い
た
版
本
）
に
直
接
基
づ
い
た
の
で
は
な
く
、
よ
り

古
い
形
を
留
め
る
版
本
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
よ
り
先
行
す
る
版
本
に
基
づ
い
た
可

能
性
が
高
い
。

　

以
上
、
三
者
の
本
文
と
『
通
鑑
』
を
比
較
し
て
き
た
が
、
考
え
ら
れ
る
可
能
性

を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
演
義
』・『
混
唐
』
の
よ
う
な
文
章
は
『
征
西
』
よ
り
古
い
形
を
留
め
る
。

②
『
混
唐
』・『
征
西
』
が
『
演
義
』
に
基
づ
い
た
可
能
性
は
低
い
。

③�

『
征
西
』
は
『
混
唐
』
や
『
演
義
』
が
基
づ
い
た
も
の
よ
り
先
行
す
る
版
本

に
基
づ
い
た
か
。

　

で
は
、『
演
義
』
が
基
づ
い
た
作
品
は
、『
混
唐
』・『
征
西
』
と
ど
の
よ
う
な
關

係
に
あ
っ
た
の
か
。
以
下
で
は
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
、
三
者
の

關
係
性
に
つ
い
て
よ
り
具
體
的
に
檢
討
し
た
い
。

三
、『
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』
の
關
係
性

　

で
は
、
三
者
の
關
係
性
は
具
體
的
に
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
。

　

ま
ず
、『
征
西
』
の
一
部
に
は
『
演
義
』・『
混
唐
』
よ
り
古
い
形
の
テ
キ
ス
ト

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
『
通
鑑
』
に
近
い
文
章
を
も
つ
版
本
が
、
三
者
よ

り
先
行
し
て
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
こ
の
よ
う
な
版
本
を
、
以
下
便
宜

上
版
本
ｙ
と
よ
ぶ
）。
版
本
ｙ
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』
の

三
者
が
一
致
す
る
部
分
か
ら
ほ
ぼ
復
元
で
き
る
だ
ろ
う
。『
征
西
』
は
、
版
本
ｙ

に
多
少
の
增
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、『
演
義
』・

『
混
唐
』
が
一
致
し
『
征
西
』
の
み
異
な
る
場
合
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
こ

と
か
ら
、『
演
義
』・『
混
唐
』
は
同
一
の
版
本
に
基
づ
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
で

は
、『
演
義
』・『
混
唐
』
が
基
づ
い
た
の
は
同
じ
く
版
本
ｙ
か
と
い
え
ば
、
お
そ

ら
く
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。『
征
西
』
の
一
部
が
『
演
義
』・『
混
唐
』
よ
り
古

い
形
を
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
演
義
』・『
混
唐
』
が
基
づ
い
た
版
本
は
、

『
征
西
』
が
基
づ
い
た
版
本
ｙ
よ
り
一
段
階
改
變
が
進
ん
だ
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、『
演
義
』・『
混
唐
』
が
基
づ
い
た
の
は
、
版
本

ｙ
よ
り
後
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
以
下
、
こ
れ
を
版
本
ｚ
と
よ
ぶ
）。

　

以
上
、
考
え
ら
れ
る
三
者
の
關
係
性
を
圖
に
整
理
し
た
（【
圖
二
】）。
ま
ず
、
よ

り
『
通
鑑
』
に
近
い
文
章
を
持
つ
版
本
ｙ
が
存
在
し
た
。『
征
西
』・
版
本
ｚ
は
、

版
本
ｙ
に
そ
れ
ぞ
れ
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
版
本
ｚ
に
基
づ
い

て
『
混
唐
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
版
本
ｚ
を
利
用
し
增
補
し
た
の
が
『
演

義
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
版
本
ｙ
・
版
本
ｚ
は
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な

版
本
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
、
全
體
と
し
て
『
演
義
』・『
混
唐
』
の
文
章
が
よ
り

『
通
鑑
』
に
近
い
こ
と
か
ら
、
版
本
ｙ
・
版
本
ｚ
は
い
ず
れ
も
『
演
義
』・『
混
唐
』

の
よ
う
な
文
章
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
演
義
』・
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以
上
の
關
係
性
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
よ
り
『
通
鑑
』

に
近
い
文
章
・
各
囘
冒
頭
の
韻
文
を
持
つ
版
本
ｙ
が
存
在
し
た
。
版
本
ｙ
に
多
少

增
補
を
施
し
た
も
の
が
『
征
西
』、
輕
度
の
修
正
を
加
え
た
の
が
版
本
ｚ
で
、
版

本
ｚ
か
ら
韻
文
を
削
除
し
た
も
の
が
『
混
唐
』、
版
本
ｚ
を
韻
文
も
含
め
取
り
入

れ
た
も
の
が
『
演
義
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』
の

年
代
的
な
前
後
關
係
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
『
演
義
』
成
立
以
前
に
は
、
版

本
ｙ
・
版
本
ｚ
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
者
の
改
變
の
態
度
に
つ
い
て
み
る
と
、『
混
唐
』
の
よ
う
に
韻
文
を
削
除
す

る
動
き
は
、『
水
滸
傳
』
の
金
聖
嘆
本
な
ど
、
白
話
小
說
の
中
で
も
比
較
的
新
し

い
版
本
に
多
く
み
ら
れ
る
特
徵
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
、『
演
義
』・『
征
西
』
は
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
態
度
で
基
づ
い
た
本
を
增
補
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。『
演
義
』
は

各
所
に
お
い
て
、『
通
鑑
』
に
由
來
す
る
簡
素
で
文
言
的
な
文
章
を
、
か
な
り
こ

な
れ
た
白
話
的
な
文
章
へ
と
書
き
か
え
て
い
る
。
ま
た
『
演
義
』
は
、『
通
鑑
』

な
ど
ほ
か
の
文
獻
を
倂
用
し
、
歷
史
的
事
實
に
基
づ
く
場
面
や
セ
リ
フ
を
獨
自
に

插
入
す
る
こ
と
で
、
全
體
の
文
章
量
を
か
な
り
增
加
さ
せ
て
い
る
。
對
し
て
『
征

西
』
は
、「
之
」
や
「
時
」
な
ど
數
文
字
單
位
の
修
正
で
、
文
章
を
よ
り
わ
か
り

や
す
い
も
の
に
し
て
い
る
。
高
宗
の
「
如
此
無
禮
（
な
ん
と
け
し
か
ら
ん
こ
と
を
）」

と
い
う
セ
リ
フ
な
ど
、
時
に
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
を
插
入
し
て
い
る
場
面
も
あ
る

が
、『
演
義
』
に
比
べ
る
と
そ
の
量
が
劣
る
の
は
、『
通
鑑
』
な
ど
ほ
か
の
文
獻
に

よ
る
も
の
で
な
く
、
編
者
獨
自
の
創
作
で
補
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
演

義
』
は
版
本
ｚ
を
流
用
す
る
際
、
偏
り
な
く
全
體
的
に
改
變
を
施
し
て
い
る
。
對

し
て
、『
征
西
』
の
改
變
は
、
武
則
天
が
後
宮
を
追
わ
れ
た
後
の
ふ
し
だ
ら
な
生

活
や
、
武
三
思
と
上
官
婉
兒
に
よ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
會
話
な
ど
、『
通
鑑
』
に

は
記
載
さ
れ
な
い
虛
構
の
場
面
に
集
中
し
て
い
る
。『
征
西
』
は
、『
通
鑑
』
に
基

づ
く
部
分
で
は
最
小
限
の
修
正
し
か
行
っ
て
お
ら
ず
、
大
き
な
改
變
は
ほ
と
ん
ど

『
征
西
』
は
各
囘
冒
頭
に
韻
文
を
㊒
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
韻
文
の
ほ
と
ん
ど

が
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
者
に
共
通
の
祖
本
、
つ
ま
り
版
本
ｙ
が
韻

文
を
㊒
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。『
征
西
』・
版
本
ｚ
は
、
版
本
ｙ
か
ら
韻
文
を

受
け
繼
い
だ
。『
演
義
』
は
版
本
ｚ
か
ら
韻
文
も
含
め
て
取
り
込
ん
だ
が
、『
混

唐
』
は
韻
文
を
削
除
し
て
し
ま
っ
た
。

『
征
西
』

『
通
鑑
』
に

　近
い
文
章

　韻
文
あ
り

『
混
唐
』
と

　類
似
の
文
章

　韻
文
あ
り

增
補
さ
れ
た
文
章

韻
文
あ
り

『
混
唐
』

韻
文
削
除

『
演
義
』

韻
文
な
し

利
用

版
本
ｚ

わ
か
り
や
す
く

修
正
・
增
補

輕
度
の
修
正

韻
文
あ
り

版
本
ｙ

【圖二】諸本の關係



『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
四
一

行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
全
編
偏
り
な
く
改
變
を
行
っ
た
『
演
義
』
に
比
べ
、

『
征
西
』
の
改
變
は
、『
通
鑑
』
に
基
づ
か
な
い
虛
構
の
部
分
に
偏
っ
て
い
る
と
い

え
る
。
總
合
的
に
は
、『
演
義
』
は
版
本
ｚ
の
ほ
か
に
『
通
鑑
』
を
用
い
て
增
補

し
た
た
め
史
實
に
沿
っ
た
內
容
が
充
實
し
て
い
る
の
に
對
し
、『
征
西
』
は
『
通

鑑
』
に
よ
ら
な
い
虛
構
の
部
分
を
中
心
に
獨
自
の
創
作
で
增
補
し
た
た
め
、
全
體

的
に
虛
構
の
色
が
强
い
。
こ
の
よ
う
な
態
度
の
違
い
は
、『
演
義
』
と
『
征
西
』

が
對
象
と
し
て
想
定
し
た
讀
者
の
違
い
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
『
演

義
』
は
、
隋
末
唐
初
に
關
す
る
部
分
に
お
い
て
も
、
知
識
人
の
嗜
好
に
基
づ
い
て

才
子
佳
人
物
語
を
取
り
込
ん
で
い
る
。『
演
義
』
が
想
定
す
る
の
は
、
知
識
人
層

の
讀
者
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
征
西
』
は
ど
う
か
。『
征
西
』
は
、『
通
鑑
』
に
由

來
す
る
簡
素
ゆ
え
に
と
も
す
れ
ば
わ
か
り
に
く
い
文
言
文
を
、
よ
り
理
解
に
や
さ

し
い
文
章
へ
と
修
正
し
て
い
る
。
ま
た
、『
通
鑑
』
に
は
記
載
さ
れ
な
い
虛
構
の

場
面
を
中
心
に
、
登
場
人
物
の
セ
リ
フ
が
增
補
さ
れ
て
お
り
、『
演
義
』
の
よ
う

に
史
實
に
基
づ
く
記
載
が
增
え
る
こ
と
は
な
い
。
お
そ
ら
く
『
征
西
』
は
、
非
知

識
人
層
を
讀
者
と
し
て
想
定
し
、
そ
の
よ
う
な
人
々
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
ま

た
樂
し
め
る
よ
う
に
改
變
さ
れ
た
作
品
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る（

（3
（

。

『
征
西
』
は
、
元
來
歷
史
書
に
基
づ
く
小
說
で
あ
っ
た
も
の
が
、
非
知
識
人
層
の

需
要
に
よ
っ
て
娛
樂
性
の
高
い
も
の
へ
と
變
容
す
る
過
程
を
體
現
し
て
い
る
と
は

言
え
ま
い
か
。

小
結

　

こ
れ
ま
で
、『
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』
の
關
係
性
に
つ
い
て
は
、『
演
義
』

が
『
混
唐
』・『
征
西
』
よ
り
先
行
し
、
二
者
は
『
演
義
』
を
流
用
し
た
も
の
と
い

う
說
が
㊒
力
だ
っ
た
。
し
か
し
、『
通
鑑
』
と
の
比
較
結
果
か
ら
は
、『
演
義
』
は

『
混
唐
』・『
征
西
』
と
同
系
統
の
作
品
で
あ
る
版
本
ｚ
に
基
づ
い
た
可
能
性
が
推

察
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、『
演
義
』
の
み
に
存
在
す
る
部
分
に
『
通
鑑
』
と
一
致
す

る
文
章
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
演
義
』
は
基
本
的
に
版
本
ｚ
に
基
づ
き

な
が
ら
『
通
鑑
』
も
倂
用
し
て
增
補
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
『
通
鑑
』
に
基
づ
く
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
た
が
、
傳
奇
作
品
や
類

書
に
基
づ
く
部
分
に
つ
い
て
も
、『
演
義
』
の
文
章
の
多
く
は
『
混
唐
』・『
征
西
』

と
一
致
し
て
い
る（

（3
（

。
從
來
、『
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
內
容
に
つ
い
て
は
、
編
者

で
あ
る
褚
人
穫
そ
の
人
が
『
通
鑑
』
や
傳
奇
作
品
、
さ
ま
ざ
ま
な
類
書
な
ど
に
み

ら
れ
る
記
述
を
寄
せ
集
め
、
獨
自
に
創
作
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
演

義
』
後
三
十
四
囘
は
か
な
り
の
部
分
で
『
混
唐
』・『
征
西
』
と
同
系
統
の
テ
キ
ス

ト
に
基
づ
い
て
い
る
。『
演
義
』
の
「
褚
人
穫
」
序
で
言
う
「
逸
史
」
は
、
ほ
か

で
も
な
く
『
混
唐
』・『
征
西
』
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か（

（3
（

。

　
『
演
義
』
後
三
十
四
囘
に
お
け
る
褚
人
穫
の
改
變
方
法
や
編
纂
態
度
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
、

『
演
義
』
の
記
述
を
『
混
唐
』・『
征
西
』
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
鮮
明
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
混
唐
』・『
征
西
』
に
お
け
る
改
變
で
は
、

歷
史
書
に
基
づ
く
小
說
が
如
何
に
し
て
非
知
識
人
層
の
需
要
に
應
え
て
き
た
か
が

垣
間
見
え
る
。『
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』
に
お
け
る
改
變
意
圖
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
、
未
だ
不
明
な
點
が
多
い
『
三
國
志
演
義
』
な
ど
の
白
話
歷
史
小
說
の
成

立
過
程
に
對
し
て
、
具
體
的
な
變
遷
過
程
の
一
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

㊟（
1
）　
『
隋
唐
演
義
』
は
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
の
四
雪
草
堂
重
訂

本
の
影
印
に
基
づ
く
。『
隋
唐
演
義
』
の
版
本
に
つ
い
て
、
文
革
紅
「《
四
雪
草
堂
重

訂
通
俗
隋
唐
演
義
》
版
本
考
辨
」（『
明
淸
小
說
硏
究
』
二
〇
〇
八
年
第
二
期
、
二
五



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

一
四
二

八
～
二
七
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
上
海
圖
書
館
所
藏
の
四
雪
草
堂
刊
本
こ
そ
が
原
刊
本

で
あ
り
、『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
の
版
本
と
の
間
に
は
本
文
に
異
同
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
校
勘
作
業
に
は
本
來
原
刊
本
を
用
い
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
上
海
圖

書
館
所
藏
の
版
本
は
現
時
點
で
本
邦
か
ら
の
閱
覽
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で

は
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
の
版
本
を
使
用
す
る
。

（
2
）　

二
つ
の
序
文
の
う
ち
一
つ
に
は
明
正
德
三
年
（
一
五
〇
八
）
の
署
名
が
み
え
る
。

し
か
し
、
內
容
は
明
代
に
刊
行
さ
れ
た
隋
末
唐
初
に
關
す
る
小
說
『
隋
唐
兩
朝
史

傳
』
の
序
文
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
に
同
書
の
序
文
を
流
用
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）　

以
下
、
引
用
部
分
で
は
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
に
從
い
、
筆
者
が
句
讀
點
を
施

し
た
。
ま
た
、
譯
文
中
に
筆
者
㊟
が
あ
る
場
合
は
、〈　
〉
で
示
し
て
い
る
。
引
用
部

分
は
『
演
義
』
序
一
（
一
葉
ｂ
～
二
葉
ａ
）
に
よ
る
。

（
4
）　
「
籜
菴
袁
先
生
」
と
は
、『
演
義
』
の
隋
末
唐
初
部
分
の
下
敷
き
と
な
っ
た
『
隋
史

遺
文
』
の
作
者
、
袁
于
令
の
こ
と
で
あ
る
。

（
5
）　

歐
陽
健
「《
隋
唐
演
義
》『
綴
集
成
帙
』
考
」（『
文
獻
』
一
九
八
八
年
第
二
期
、
六

三
～
八
三
頁
）、
小
松
謙
「『
唐
書
志
傳
』『
隋
唐
兩
朝
史
傳
』『
大
唐
秦
王
詞
話
』

『
隋
史
遺
文
』『
隋
唐
演
義
』『
說
唐
全
傳
』
―
平
話
の
存
在
し
な
い
時
代
を
扱
う
歷

史
小
說
の
展
開
―
」（『
中
國
歷
史
小
說
硏
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
六

～
一
五
七
頁
、
初
出
は
『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
一
號
、
一
九
九
五
年
「
隋
唐
を

め
ぐ
る
講
史
小
說
の
展
開
に
つ
い
て
」）
な
ど
。『
演
義
』
は
、
後
に
唐
建
國
の
功
臣

と
な
る
武
將
秦
叔
寶
の
物
語
を
『
隋
史
遺
文
』
か
ら
、
隋
の
宮
廷
で
の
場
面
を
『
隋

煬
帝
艷
史
』
か
ら
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

（
6
）　
『
混
唐
後
傳
』
は
上
海
古
籍
出
版
社
『
古
本
小
說
集
成
』
所
收
の
芥
子
園
刊
本
の

影
印
に
よ
る
。
芥
子
園
刊
本
に
は
卷
之
首
と
卷
之
一
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
第
一
囘

か
ら
第
五
囘
が
存
在
す
る
た
め
、
卷
之
首
第
一
囘
～
第
五
囘
、
卷
之
一
第
一
囘
～
第

五
囘
に
言
及
す
る
際
は
、
卷
數
も
示
す
。
そ
の
他
の
版
本
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
說

唐
全
傳
』
の
後
續
作
品
に
つ
い
て
―
『
混
唐
後
傳
』
と
『
征
西
演
義
全
傳
』
―
」

（『
和
漢
語
文
硏
究
』
京
都
府
立
大
學
國
中
文
學
會
、
第
二
十
號
、
二
〇
二
二
年
、
一

一
九
頁
）
に
て
整
理
し
て
い
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）　
『
征
西
演
義
全
傳
』
は
中
國
國
家
圖
書
館
『
異
說
征
西
演
義
全
傳　
六
卷
四
十
囘
』

http://read.nlc.cn/allSearch/searchD
etail?searchType=&

show
Type

=1&
indexN

am
e=data_892&

fid=G
BZX0301015679

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日

二
〇
二
三
年
十
二
⺼
二
十
八
日
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
鴻
寶
堂
本
に
よ
る
。
そ
の
他

の
版
本
に
つ
い
て
は
同
じ
く
拙
稿
（
㊟
（
6
）
前
揭
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
）
に
て

詳
し
く
述
べ
て
い
る
。

（
8
）　

歐
陽
健
㊟
（
5
）
前
揭
論
文
、
六
十
三
～
九
十
四
頁

（
9
）　

拙
稿
「『
隋
唐
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』
の
關
係
性
に
つ
い
て
」（『
和
漢
語
文

硏
究
』
京
都
府
立
大
學
國
中
文
學
會
、
第
二
十
一
號
、
二
〇
二
三
年
）、
一
三
〇
～

一
四
七
頁

（
10
）　

彭
知
輝
「《
隋
唐
演
義
》
材
料
來
源
考
辨
」（『
明
淸
小
說
硏
究
』
二
〇
〇
二
年
第

二
期
、
二
〇
二
～
二
〇
五
頁
）

（
11
）　

以
下
『
資
治
通
鑑
』
に
關
し
て
は
、『
資
治
通
鑑
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
六
年
）

に
基
づ
く
。

（
12
）　

煩
雜
と
な
る
の
で
、
詳
し
い
論
據
な
ど
は
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
拙

稿
（
㊟
（
9
）
前
揭
、
一
三
一
～
一
三
二
頁
）
に
お
い
て
整
理
し
て
い
る
た
め
、
參

考
に
さ
れ
た
い
。

（
13
）　

孫
楷
第
『
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）、
四
二
頁

（
14
）　

歐
陽
健
㊟
（
5
）
前
揭
論
文
、
八
三
～
九
一
頁

（
15
）　

竹
村
則
行
「『
驚
鴻
記
』
を
襲
用
し
た
『
隋
唐
演
義
』
の
梅
妃
故
事
に
つ
い
て
」

（『
楊
貴
妃
文
學
史
硏
究
』
硏
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
は
『
東
方
學
』
第
九
十

六
號
、
一
九
九
八
年
）、
二
九
七
～
三
〇
四
頁

（
16
）　

千
田
大
介
「
薛
家
將
征
西
故
事
小
說
變
遷
考
」（『
中
國
都
市
藝
能
』
第
二
十
號
、



『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
四
三

二
〇
二
二
年
二
⺼
）、
六
三
～
七
〇
頁

（
17
）　
『
演
義
』
が
先
行
す
る
と
さ
れ
る
論
據
と
し
て
大
き
い
の
は
、『
演
義
』
の
序
文
と

ほ
ぼ
同
文
の
序
文
が
『
混
唐
』・『
征
西
』
に
も
付
さ
れ
る
點
で
あ
る
。
序
文
の
內
容

は
『
演
義
』
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
た
め
、
假
に
『
混
唐
』・『
征
西
』
が
『
演

義
』
よ
り
先
行
し
た
と
し
て
も
、『
演
義
』
刊
行
後
に
二
者
が
ふ
た
た
び
刊
行
さ
れ

る
際
、『
演
義
』
の
序
文
を
流
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
18
）　
『
混
唐
』
は
卷
之
一
・
六
葉
ｂ
、『
征
西
』
は
卷
十
・
四
葉
ａ
に
よ
る
。

（
19
）　

例
え
ば
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
②
薛
丁
山
に
よ
る
西
方
出
兵
部
分
は
虛

構
の
物
語
だ
が
、
こ
の
部
分
に
は
大
き
な
異
同
が
集
中
し
て
い
る
。

（
20
）　
『
演
義
』
は
卷
十
五
・
三
葉
ａ
～
ｂ
、『
混
唐
』
は
卷
之
一
・
一
六
葉
ｂ
、『
征
西
』

は
卷
十
一
・
七
葉
ａ
に
よ
る
。

（
21
）　
『
演
義
』
は
卷
十
四
・
五
四
葉
ｂ
、『
混
唐
』
は
卷
之
二
・
一
一
葉
ｂ
、『
征
西
』

は
卷
十
・
四
葉
ｂ
に
よ
る
。

（
22
）　
『
演
義
』
と
『
征
西
』
が
一
致
す
る
例
と
し
て
は
、
太
宗
が
秦
叔
寶
の
母
親
の
誕

生
日
を
祝
う
場
面
が
ほ
ぼ
同
文
と
な
っ
て
い
る
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。
同
場
面
は
『
混

唐
』
に
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
ほ
か
の
部
分
で
は
數
例
ほ
ど
し
か
一
致

箇
所
が
み
ら
れ
ず
、
一
、
二
文
字
ほ
ど
の
一
致
に
限
ら
れ
る
た
め
、『
演
義
』・『
征

西
』
が
近
い
文
章
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。

（
23
）　
『
演
義
』
の
第
二
十
五
囘
・
第
二
十
七
囘
・
第
三
十
三
囘
・
第
三
十
四
囘
・
第
三

十
五
囘
・
第
三
十
六
囘
の
六
囘
。

（
24
）　
『
征
西
』
第
三
十
囘
、
第
三
十
一
囘
の
み
冒
頭
の
詞
が
『
演
義
』
に
確
認
で
き
な

い
。
い
ず
れ
も
典
據
の
あ
る
詞
で
、『
演
義
』
が
こ
れ
ら
を
避
け
た
理
由
に
つ
い
て

檢
討
す
る
こ
と
で
『
征
西
』
の
成
立
年
代
を
特
定
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

（
25
）　

な
お
、
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
、『
通
鑑
』
の
ほ
か
朱
熹
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
や

『
陸
狀
元
增
節
♫
註
精
義
資
治
通
鑑
』
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
と
も
比
較
を
行
っ
た
が
、

大
部
分
は
『
通
鑑
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
ご
く
數
例

で
は
あ
る
が
一
部
に
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
が
使
わ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
後
世
改
訂

さ
れ
た
痕
跡
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
な
お
、『
資
治
通
鑑
綱
目
』
に
基
づ
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

（
26
）　
『
通
鑑
』
は
卷
一
百
九
十
九
・
唐
紀
十
五
「
髙
宗
天
皇
大
聖
大
弘
孝
皇
帝
上
之
上
」

永
徽
五
年
十
⺼
（
一
三
卷
、
六
二
八
七
頁
）
に
よ
る
。『
演
義
』・『
混
唐
』・『
征
西
』

に
關
し
て
は
㊟
（
20
）
と
同
。

（
27
）　
『
通
鑑
』
は
卷
一
百
九
十
九
・
唐
紀
十
五
「
髙
宗
天
皇
大
聖
大
弘
孝
皇
帝
上
之
上
」

永
徽
六
年
九
⺼
（
一
三
卷
、
六
二
九
〇
頁
）、『
演
義
』
は
卷
十
五
・
三
葉
ｂ
、『
混

唐
』
は
卷
之
一
・
一
七
葉
ａ
、『
征
西
』
は
卷
十
二
・
一
葉
ｂ
に
よ
る
。

（
28
）　
『
通
鑑
』
は
卷
二
百
九
・
唐
紀
二
十
五
「
睿
宗
玄
眞
大
聖
大
興
孝
皇
帝
上
」
景
雲

元
年
六
⺼
（
一
四
卷
、
六
六
四
六
頁
）、『
演
義
』
は
卷
十
七
・
二
二
葉
ａ
、『
混
唐
』

は
卷
之
三
・
五
葉
ａ
、『
征
西
』
は
卷
十
七
・
六
葉
ｂ
に
よ
る
。

（
29
）　
『
通
鑑
』
は
卷
二
百
一
十
八
・
唐
紀
三
十
四
「
肅
宗
文
明
武
德
大
聖
大
宣
孝
皇
帝

上
之
下
」
至
德
元
載
五
⺼
（
一
五
卷
、
六
九
七
二
～
六
九
七
三
頁
）、『
演
義
』
は
卷

十
九
・
六
葉
ｂ
に
よ
る
。

（
30
）　
『
通
鑑
』
は
第
二
百
一
十
八
・
唐
紀
三
十
四
「
肅
宗
文
明
武
德
大
聖
大
宣
孝
皇
帝

上
之
下
」
至
德
元
載
八
⺼
（
一
五
卷
、
六
九
九
五
頁
）、『
演
義
』
は
卷
十
九
・
二
五

葉
ａ
、『
混
唐
』
は
卷
七
・
二
葉
ｂ
、『
征
西
』
は
卷
卷
三
十
三
・
三
葉
ｂ
～
四
葉
ａ

に
よ
る
。

（
31
）　
『
混
唐
』
の
「
去
」・「
於
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
矣
」・「
姓
」
の
誤
字
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
混
唐
』
は
こ
の
部
分
の
よ
う
に
誤
字
も
多
く
み
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
字
形
が
似
て

い
る
漢
字
に
間
違
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
32
）　
『
通
鑑
』
は
卷
二
百
一
十
八
・
唐
紀
三
十
四
「
肅
宗
文
明
武
德
大
聖
大
宣
孝
皇
帝

上
之
下
」
至
德
元
載
五
⺼
（
一
五
卷
、
六
九
七
一
頁
）、『
演
義
』
は
卷
十
九
・
四
葉

ｂ
、『
混
唐
』
は
卷
之
六
・
十
六
葉
ｂ
、『
征
西
』
は
卷
三
十
一
・
三
葉
ｂ
に
よ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
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七
十
六
集

一
四
四

（
33
）　
『
通
鑑
』
は
卷
二
百
三
・
唐
紀
十
九
「
高
宗
天
皇
大
聖
大
弘
孝
皇
帝
下
」
光
宅
元

年
九
⺼
（
一
四
卷
、
六
四
二
四
頁
）、『
演
義
』
は
卷
十
五
・
四
十
四
葉
ａ
、『
混
唐
』

は
卷
之
二
・
一
葉
ｂ
、『
征
西
』
は
卷
十
四
・
一
葉
ｂ
に
よ
る
。

（
34
）　

三
者
の
よ
う
に
「
宰
相
之
過
也
」
が
セ
リ
フ
の
末
尾
に
あ
る
記
述
と
し
て
は
、
胡

應
鱗
「
補
唐
書
駱
侍
御
傳
」
に
「
如
此
材
而
流
落
不
偶
、
宰
相
之
過
也
」（『
少
室
山

房
集
』
卷
八
十
九
、「
傳
三
首
・
補
傳
一
首
」〔『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
に
よ
る
〕、
二

葉
ｂ
～
三
葉
ａ
）
と
あ
る
ほ
か
、
沈
一
貫
「
再
催
揀
選
急
選
本
揭
帖
」
に
「
㊒
才
如

此
而
不
收
用
、
宰
相
之
過
也
」（『
敬
事
草
』
卷
十
五
〔『
續
修
四
庫
全
書
』
に
よ
る
〕、

七
一
五
葉
ａ
）
と
書
か
れ
る
。『
通
鑑
』
系
統
の
史
書
は
「
宰
相
之
過
也
」
を
セ
リ

フ
の
冒
頭
に
置
く
の
に
對
し
、
上
記
の
よ
う
な
明
代
萬
曆
年
間
前
後
の
文
獻
に
は
、

「
宰
相
之
過
也
」
を
セ
リ
フ
の
末
尾
に
置
く
も
の
が
複
數
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
當
時
「
宰
相
之
過
也
」
を
末
尾
に
置
く
何
ら
か
の
記
述
が
知
ら
れ
て
い
た
可

能
性
が
浮
上
す
る
。『
混
唐
』
や
『
征
西
』
に
み
ら
れ
る
文
章
は
、
そ
の
形
に
近
づ

く
よ
う
修
正
さ
れ
た
結
果
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
彭
大
翼
『
山
堂
肆

考
』
卷
一
百
三
十
二
「
檄
斥
武
后
」
に
は
「
㊒
才
如
此
、
而
使
之
流
落
不
偶
、
宰
相

之
過
也
」（
四
庫
全
書
本
、
二
六
葉
ｂ
～
二
七
葉
ａ
）
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
㊒
才
如

此
」
か
ら
は
じ
ま
る
點
も
含
め
、『
演
義
』・『
混
唐
』
と
同
じ
文
章
で
あ
る
。
同
樣

の
文
章
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
複
數
の
文
獻
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
た
め
、『
山
堂
肆

考
』、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
類
書
の
影
响
に
よ
っ
て
、
該
當
場
面
の
定
型
文
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
演
義
』・『
混
唐
』
が
冒
頭
を
「
㊒
才
如

此
」
と
し
た
の
は
、
定
型
文
に
な
ら
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
本
文
中
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、『
征
西
』
の
「
㊒
如
此
之
高
才
」
は
、『
通
鑑
』
由
來
の
「
㊒
如
此

才
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
か
ら
改
變
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。『
演
義
』・

『
混
唐
』
の
文
章
に
關
し
て
は
上
記
の
よ
う
な
定
型
が
影
响
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

『
征
西
』
改
變
時
に
影
响
は
な
い
も
の
と
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
例
の
「
㊒
如

此
之
高
才
」
部
分
に
つ
い
て
は
、『
征
西
』
が
よ
り
『
通
鑑
』
に
近
い
形
を
留
め
て

い
る
例
と
し
て
㊜
當
で
あ
ろ
う
。

（
35
）　

小
松
謙
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
硏
究
―
文
學
的
側
面
に
つ
い
て
―
」（『
水
滸
傳
と

金
甁
梅
の
硏
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
は
『
京
都
府
立
大
學
學
術
報

吿　

人
文
』
第
六
十
九
號
、
二
〇
一
七
年
）
一
五
三
～
一
七
八
頁
に
詳
し
い
。

（
36
）　

本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
②
西
方
出
兵
部
分
で
は
、『
征
西
』
の
み
、

薛
丁
山
の
妻
で
あ
る
樊
梨
花
が
登
場
し
活
躍
す
る
。『
征
西
』
に
お
け
る
西
方
出
兵

部
分
は
、
樊
梨
花
の
登
場
場
面
を
除
く
と
ほ
ぼ
『
混
唐
』
と
一
致
す
る
た
め
、
樊
梨

花
の
登
場
し
な
い
『
混
唐
』
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
よ
り
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
版
本
ｙ
の
西
方
出
兵
部
分
は
『
混
唐
』
と
類
似
し
た
ス
ト
ー
リ

ー
で
、『
征
西
』
は
そ
こ
に
樊
梨
花
登
場
場
面
を
增
補
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

柴
崎
公
美
子
「「
說
唐
」
に
お
け
る
休
妻
故
事
に
つ
い
て
」（『
早
稻
田
大
學
總
合
人

文
科
學
硏
究
セ
ン
タ
ー
硏
究
誌
＝W
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』
二
〇
二
二
年

十
⺼
二
十
日
、
四
八
六
～
五
〇
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
樊
梨
花
は
比
較
的
新
し
く
出
現

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
。『
征
西
』
は
、
藝
能
に
お
い
て
人
氣
の
あ
っ

た
樊
梨
花
を
取
り
入
れ
、
そ
の
活
躍
場
面
を
西
方
出
兵
部
分
に
插
入
し
た
。
②
西
方

出
兵
部
分
か
ら
も
、『
征
西
』
に
お
け
る
改
變
は
、
非
知
識
人
層
の
需
要
に
應
え
よ

う
と
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

（
37
）　

三
者
に
共
通
す
る
部
分
に
は
、『
說
郛
』
な
ど
多
數
の
本
に
所
載
さ
れ
る
宋
代
傳

奇
の
無
名
氏
「
楊
太
眞
外
傳
」
や
、
鄭
處
誨
『
明
皇
雜
錄
』・
王
仁
裕
『
開
元
天
寶

遺
事
』
な
ど
の
唐
・
宋
代
筆
記
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
確
認
さ
れ
る
。
ま

た
、『
混
唐
』・『
征
西
』
に
お
け
る
李
白
登
場
場
面
は
、
馮
夢
龍
『
警
世
通
言
』
第

九
卷
「
李
謫
仙
醉
草
嚇
蠻
書
」
の
本
文
と
部
分
的
に
一
致
す
る
。
假
に
版
本
ｙ
が

『
警
世
通
言
』
に
基
づ
い
た
の
な
ら
、『
混
唐
』
の
成
立
年
代
は
明
天
啓
四
年
（
一
六

二
四
）
以
降
に
絞
ら
れ
る
が
、
一
致
が
數
語
單
位
の
か
な
り
限
ら
れ
た
部
分
に
と
ど

ま
る
こ
と
か
ら
、『
警
世
通
言
』
以
前
に
類
似
の
文
章
を
持
つ
作
品
が
す
で
に
存
在

し
、『
混
唐
』
や
版
本
ｙ
、『
警
世
通
言
』
が
い
ず
れ
も
そ
れ
に
基
づ
い
た
可
能
性
も



『
隋
唐
演
義
』
後
三
十
四
囘
の
成
立
に
つ
い
て

一
四
五

考
え
ら
れ
る
。

（
38
）　
「
褚
人
穫
」
序
に
は
、「
逸
史
」
か
ら
隋
煬
帝
と
朱
貴
兒
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
轉
生

譚
を
取
り
入
れ
た
と
書
か
れ
る
が
、『
混
唐
』・『
征
西
』
で
は
同
樣
の
轉
生
譚
が
語

ら
れ
る
。
こ
の
點
か
ら
言
っ
て
も
、『
混
唐
』・『
征
西
』
と
同
系
統
の
小
說
が
「
逸

史
」
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
令
和
五
年
度
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
・
特
別
硏
究
員
獎
勵
費
・

課
題
番
號
2
‌3
Ｋ
Ｊ
1
8
2
1
「
通
俗
歷
史
小
說
『
說
唐
全
傳
』
成
立
に
關
す

る
硏
究
：
非
知
識
人
層
に
お
け
る
文
化
・
思
想
の
觀
點
か
ら
」
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。


